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HIDICシリーズ用周辺装置
PeripheralEqu■Pment for ControIComputer

SYStem HIDIC

Abng with the progress of comp=ter CO=trOt′the process●=g facu付由Of

comp=lercontrO-svstemshavebeencomplicated･A=dtocopewithdema=dsfo｢

farィeachi=gaPP-ICatio=S′Vario=SneWねcultieshavecometobe｢eq山redofthei｢

periphera-equ●Pme=t･To meet s=Ch a sit=atio=′Hitachihasdevdopedva｢io=S

kindsofperiphera-equ■Pme=ttObe=Sedwithco=trOIcomp=te｢SVStemH旧IC･ln

manYfie■dsofappl-Catio=thevaresho州=gSatisfacto｢vpe｢fo｢ma=CeaSeXPeCted･

ln thisarticle′basic design policiesfor periphe｢aleq=ipme=tfo｢p｢ocessco=t｢OI

computer=Searedisc=SSed･AIso.thecharacteristicsofp｢ocessi=Put-0=tP=t‾devices

usedontvwithprocesscontroIsystems.ma=一maChinedeviceoffe｢■=gma什maC｢‥=e

hterface belween proceSS a=d operator.high reliabilitv auxiliarv memo｢Y･and

variouskindsofgenerali叩Ut一OUtPUtdevicesa｢eint｢oduced･

n 緒 言

わが｢主lでプロセス呈を拭う=的でディジタル.汁貨機が設溝

されてかご⊃約10年を経過した｡当糾の設置日的は単にプロセ

ス呈のロギングといった程度で,二の段階の周辺装置は,中

火処理装置(以lこ,CPUと略す)にデmタを収集し,CPUを

推作するためにCPUに付属Lている,文乍どjゴり周辺の機器

という息昧でしかなかった｡しかL,そグ〕子安グ〕一言】▲算制御の進

展に伴ってシステムの処矧勺容は高度化L,広範なアプリケ

ーションに対処するため周辺装置には機能の多様化が求めら

れてきた｡同時に技術革新にささえ⊥ゝ+れてその惟能ほますま

す高速,大容量化し し､まや闇辺装置は制御用計算機システ

ムのシステム･コンポーネントとしてCPUと対等に機能する

に至っている｡また,システムに占める価格の梢成比はすで

に60%を越え,その比率はさらに人きくなる傾向にある｡な

お制御用計算機システムは通常プラントに直結Lてオンライ

ンで様(か)動することを前提にしているため,これらに用

いノブれる周辺装置には次のような特′性が要求される｡

(1)1日24時間連続で稼動し,その拍障ほプラントの操業停
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止を意味するため,信頼件はきわめて高く,保守性が良いこ

と｡

(2)広くプラントに散在して設置されるため,1ミ距離仁二送機

能と耐環境性および耐ノイズ性を有することどJ

(3)某日-､川】応答怖がご-l二命であるため,入川力のスルrプ･ソト

が砧く,1別込機能を適宜具備すること｡)

(4)人間がプロセスの現況を的確に把(は)握できるよう,

プロセスにオリエントしたマン･マシン機能を和すること(つ

制御別計算機HIDICシ･ノー-ズの周辺装置とLてほ以卜述べ

た要求柑隼に過でナL,.汁貨制御システムを特徴づける祁屯の

装置を開発,実朋化してきた｡以下にこれJ)周辺装置の概要

について述べる‖

臣l周辺装置の機能と要求される諸特性

計算制御分野にぶける周辺装置は,その機能血かノブ区=に

ホすように川つに大別することができる｡圭ず,プロセス人

.･lけプ装置はこの分野特有のJ即日装置で,制御対象であるプラ

外部記憶装置

マン･マシン装置

区Il 制御用計算1幾システムの周辺装置 計算制御システムにおける周辺装置は,機能的に図に示す

四つに分類することぉくできる｡

Fig.1The PeripheralDevjce jn the Contro】Compute｢System
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磁気ティネタ装置4.8M/(イト

プロセス入出力装置

オペレーターズコンソール ◆→

プ
8

セ

ス

磁気ドラム装置1.536kW

｡L｡-恥 √｢ンソ¶ルま出力装置L｢t
図2 HIDIC500システムの構成例 H旧IC500システムにおける周辺装置の構成例を示すし

Fig･2 An Example of HIDIC500 System

ントとCPUの間にあって､プロセス現場に発生する各種の

情報を取り込んだり,逆にCPUで処理したデータや指令を

現場にフイ【ドバックする｡マン･マシン装置はプロセスと

人間の接点に存在し,人間とプロセスの情報交換を円滑にす

る装置を総称し,やはり制御用計算機システムには欠くこと

のできない周辺装置の‥つである｡次に外部記憶装置はいう

までもなく磁気ドラム装置や磁気ディスク装置をさL,CPU

の主記憶装置とメモリ･ハイアラキ(階層構成)を構成し,シ

ステムのプログラム･レジデンスやデータ･ファイルとして

用いられる｡また一般人出力装置は,カードや紙テ【プなど

の中間媒体を介して人間がCPUと情報交換するもので､機

能的には汎用計算機に用いられているものと大きな差はな

いが,耐環境性が要求される｡図2は,これら周辺装置の

構成例とLてHIDIC500システムの機器構成を示すものであ

る｡

以卜述べたように,制御用計算†幾システムにおける周辺装

置は汎用計算機の場でトとややおもむきを異にし,二れノブに要

求きれる性格は下記のとおりである｡

(1)信頼 性

システムのは障はプラントの停止につ乙lがり,その生確を

人きく阻害する｡Lたがって機器の MTBF(平均放l等間隔)

は可及的に人きいことが望まれるが,機他部のある人出力機

器のようにある程止の故障を避けられないものに対しては,

予備機の設置やシステム的バックアップ機能が要求される｡

また,機器は広くプラントに散らばって設置されたり,計算

機宅に設置される場介でもプラントに隣接する場′ナが多く､

振動,塵填(じんあい),オスち･どの過鵬乙濁境条件に対して

も十分な対策が施されていなければなJ)ない

(2)保守性

いったん逆転にはいるとプラントが停止するまで連続稼動

されるシステムが多く,保勺:時間は脊易には柑ノブれない｡し

たがって,プロセス人出力装置や外部記憶装置のようなオン

ライン機器は,保勺:を要Lない方式,他造にLなければなノ〕な

いのはもちろんのこと,本質的に千l;カ保了を必要とする機械的

入㌻出力機器についても,オンラインTM(Test and Maintenance

PrograIⅥ)や機器のコンソール･パネルなど,その.投降をシ
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磁気テープ装置20Kバイト/｢秒

タイプライタ1ら字/秒

ラインプリンタ 300行J′′各

紙テ叩プせん孔装置110字′′秒

カードせん礼装置120枚/分

力ード読取装置 300枚ノ分

プロセスディスプレイ装置

ステム･ダウンにキミる前に未然に発見するための.牧障情事糾文

集手段を必安とする∩

(3)機能の多様件

■汁幕別御システムはその進墟ととい二,処理内容,規校,

システム構成いずjLも多様化の傾向にあるが,ニれらをささ

えるものはいつにかかって豊子吉な周辺装置のワイド･セレク

ショ ンにある｡たとえば､デュアルやデュプレックスのシス

テム構成を可能にするには,J‾i勺辺装置にデュアル･アクセス

機能が,システムを空間的に広域化するには民距維伝送機能

がそれぞれ要求される｡また,システムの目的と規模に応じ

て,周辺装置の性能は岳件能機稚からミニペリフェラルまで

の幅広い性能系列の中から選ばれ,マン･マシン装置に対し

ては,それぞれの適用アプリケーーションに拉も適Lたマン･

マシン機能が要請きれる｡

凶 外部記憶装置

.汁算制御システムてはリアルタイムん‾む芥伯三か範子比されるた

め,多数の制御プログラムやデータを小回りよく動作させる

必安があり､外敵i己憶装帯にはとりわけアクセス･タイムの

′トさいことか要求きれるr〕その他,前述のようにきわめて高

いイ‾.言根性とす斗こ守什も欠くことができないため,制御用計算機

システムの外部;言じ憤装置とⅠノては,馬連でイ言根性が高く,か

つ卜分乙･J実績のある磁乞いごラム装置がおい二用いられている｡

LかL,計算制御システムの処理内谷が多様化L,情報処理

的要素も加わるに伴って,大容量ファイル･メモリとLて磁

ちiディスク装置もLだいにクローズアップされ始めている｡

なお､磁ちくテープ装荷は外部記憶装置としての特質のほか

に入山力催器とLての特質も兼ね備え､大容量ファイルとし

てのディ スク･パ･ノクの実J‾r】化とともに,現在では入出力機

昔話として毛賀手比されている､｡

3.1磁気ドラム装置

HIDICシリーズの外部記憶装置としで最も--･j投に用いられ

ているのが磁1=ごラム装置で,図3はその外観を示すものである､つ

本装置は記憶子羊量とLて96kWから1,536kWまでの7f即皆あ

り,CPUとのインタフェースはHIDICシリー-ズ標準インタフ

エ【スとHIDIC 700IOPインタフェースが主筆備されており,
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情報転送速度にも50kW/s(50Hz)と150kW/s(50Hz)が

ある【つ そのほか制御用計算機システムの高信頼化を実現する

デュプレックス･システム,デュアル･システムを構成する

に必要なデュアル･アクセス機能など豊富な機能のレバーート

リーがあり,多様なシステム構成の要求にこたえうる｡

仁子相性に関しては,磁気記憶装置にありがちなヘッドクラッ

シュを磁;トッドの安淀な浮動設計と完全防塵構造により解決

した｡また情報のエラー検出方式にCRC(Cyclic Redundancy

Check)を採用してエラー検出精度を_Lげ,さらに温度変動

についても他に頬をみない温度クロスを含め0～500cという

拉二いi津谷i止蛇範囲を実現した｡

また,オフライン･チェック機能として,任意のエリアに

作古のデータ･パターンを苦込みあるいは読出しできるメイ

ンテナンス･コンソールを始めとして,エラーの生じたバン

ド,セクタアドレスのCPUへの報告機能,各種状態情報の発

光デイ オ肝ド表ホ機能などを設け,トラブル･シューティン

グを容易にしている｡またあるトラックに障害が生じた場合,

プラグイン_l二で予備トラックへの切換えを容易に行なうこと

ができ,さノブにべアリングをグリスアップ可能として,従来

この柁の装置に不‾叶欠とされてきた煩雑なす-バホールから

解放Lた｡

一方,独創的なクロッキング方式と情幸1ま誤りの補伯方J〔を

問ヲ芭Lて2,000bpi(bit perinch)という磁ユ(ドラムとして

は高い記録密度を実現し,記憶容量を増加してコスト･パ【

フォーマンスを向上した｡

3.2 磁気ディスク装置

本装置ほ1モジュール29MIiyteの記一l 量を叩設単イ､‡とL

て2～9モジュ】ルの什息の構戌を.とることができ.記他市

量に対するビルド･アlノブを各易に尖･呪できる柔軟件の高い

㌦〆ヂ加〉ノr

図3 H-7541石基気ドラム装置 Hl訓C標準インタフェース,l′536kWの

石義気ドラム装置を示す｡

Fig.3 H-754t Magnelic Drum Memo｢Y Devioe

磁気ディ スク装置である｡

磁気ディスク装置は大容量性,経済性については磁気ドラ

ム装置をはるかにしのぐものであl),計算機システムの大容

量ファイル･メモリやシステム相互間の大量の情報交換の手

段としての機能を果たしている｡

しかし,エラーレイト,MTBFについては,一般に磁気ド

ラム装置より低いとされており,システム的に二重苦きする

などのバックアップを考慮する必要がある｡

3.3 磁1気テープ装置

本装置はデータ収集装置,その媒体の互換性を利用した上

位計算機システムとの情報交換の手段,さらにプログラムな

どを持ち運び容易な形で記憶させる装置として使用される｡

本装置には記録密度として800bpi,1,600bpiがあり,情報

転送速度も20kByte/sから240kByte/sまであi),アプリ ケ

ーショ ンに応じて選択できる｡

Lかい滋気テープ装置は高速,大容量で,かつコンパクト

である反面情報媒体のメディアが塵]実に弱いため,その取扱

し､には十分な注意が必要である｡

Elマン･マシン装置

計算制御システムにおけるマン･マシン装置は,その用途

の面から制御用端末装置と70ロセス全体の中央監視装置に大

別される｡百てJ者は計算機からの指示を末端作業者に与えたり,

現場作業者の持つプロセス情報を中央にフィードバックした

りするもので,キャラクタ･ディスプレイ装置やオペレ】タ

ズ･コンソールが用いられる｡

これに対し,後者はプロセス全体を管理制御する機能を果

たすもので,中央操作室に設置され,複雑なシステムの状況

を迅速かつ的確にオペレtタに知らせ判断をあおぐものであ

る｡したがって高度のマン･マシン性が要求され,グラフィ

ック･ディスプレイ装置などで構成される｡

4.1 プロセス･ディスプレイ装置

プロセス･ディスプレイ装置には,H-7833とH-7834の2機

椎がある｡前者はおもに中央監視装置用として開発されたも

ので,対象プラント構成の図形表示や,プロセス状態のグラ

フ表ホ,あるいは同形による操作指示など,人間の直観力に

訴える図形のカラr表示機能を備えている｡

そのほか,予期せぬ事態の情報を的確にオペレータに知ら

回4 電力系統図のカラー表示 ×部において事故が発生し.右上の

系統を分離Lた状皇室を7色のカラーで表示Lている｡

Fig.4 Co10r Displav of PovJe｢System
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せる警報機能や,データを迅嵐 正確に入力するための編集

機能など,マン･マシン･インタフェースに要求される便利

な各種の機能を付加することができる｡図4はH-7833によっ

て電力系統の構成および状態をカラー表示した一例を示すも

のである｡

-一方,後者すなわちH-7834プロセス･ディスプレイ装置は,

端末ディスプレイ装置として開発されたもので,かたかな,

英文字のほかに簡単な線囲もカラ【表示できる｡本装置は端

末用として散在するプロセス現場に設置するため,長距離伝

送機能と,8台までのピュアおよびキーボードをカスケ≠ド

接続できる機能を持っている｡また,オペレ】タが操作しや

すいよう,編集機能はもちろん,ワンタッチで所望の情報を

入力可能な割込みキーを標準キーボードに16個まで実装して

いる｡

4.2 オペレータズ･コンソール

計算制御システムのもう一一つのマン･マシン装置にオペレ

ータズ･コンソールがある｡本装置はプロセス･ディスプレ

イ装置が普及する前のただ一一つのマン･マシン装置として,

プロセスの状態表ホ,オペレータからの情報設定および割込

み発信などの機能を持っているが,表示機能の融通性の点か

ら用途によってはプロセス･ディスプレイ装置に置き換えら

れているものもある｡しかし,入プJ機能の点からはディスプ

レイ装置のキーボードよりもー一般に操作件が高く,価格的に

も安価であるため,殻近ではプロセス･ディスプレイ装置と

組み合わせて設置される場fナが多い｡

なお,本装置は取り扱う情報の質,量が大きく変わる祁竜

のアプリケーションに適′ナさせるため,表示,操作器具はも

とより,各種形状のコンソールを標準化している｡図5はそ

の一一例を示すものである｡

同 一舷の入出力機器

-･般の入出力機器とLては,七とLて紙を情報媒体とする

プリンタ､紙テープ装置,カード装置がある｡

′㌦⊥岬転二

二さ

､､､ヽし涼き

図5 オペレータズ･コンソール 表示･設定方法およびデスクの形状は,

適用されるシステムに対し最適なものが選択できるよう各種のものを標準化Lた｡

Fi9.5 0perator'sconsole
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二れらの装置は前述のように機能的には汎用計算機に用い

られているものとあまり変わらないが,制御用とLて長距離

設置や塵旗などの尉環境性を考慮Lているほか早くから論里ヒ

素一戸とLてIC,MSI(集稗回路,中規模集積回路)を採用L

て信頼性の向_Lを図っている｡さらに機構部との信号指そ♂)

回路には耐ノイズ性をよくするガ仝の策が施Lてある｡

5+ プリンタ

プリンタとLてはタイプライタとラインプリンタがある｡

前者はプロセス現場への生産指示.アラーム情報などのオン

ライン･リアルタイム印字のほか日報作成などのデ【タロギ

ングを毎秒10～15字の過度で行乙･う｡

後者はCPUの出力情報を高速印字するもので,印′f:適任は

150行/分から1,000行/分までの4種類準備している｡図6

はH-7031ラインプリンタの外観を示すものである｡

タイプライタは計算機と離れたプロセス_呪場に設置するた

め,最人2kmまでの長距離設置ができるように設計しており,

ケーブル費およぴケーブル布設費を節減できる信号本数の少

ないシリアル転送方式のタイプライタも準備Lている｡

一一方,ラインプリンタは70ログラムデバッグ時におけるコ

アメモリのダンプアウト装置,情報量や処理時間の一たから瑞

速印′i■‥する必要のある場合の出力装置とLて使用される｡制

御用計算機システムにおいても取り扱う情報量の増大に伴い,

ラインプリンタの装備率はLだいに高くなりつつある｡

5.2 紙テープ装置

二の装置には紙テープ読取り装置と紙テープせん孔装置が

あl),前者はニトとしてコンソ【ル入出力装置の一一部とLてプ

ログラム人力に伸用される｡また綾老は一一般にプロセスデー

タを収集し,_卜位計算機とのリンケ【ジをとる情報媒体とL

て他用されるもので,情封ま叫生柿によりASCII(American

Standard Code forInformationInterchange)コードとバイ

ナリー一コーrl‾ご■の2柏頬のコードをせん孔できる｡さらに機構

部の信頼作,寿命の1r-j_Lのためモ”タ電源のON-OFFコント

ロールキハーーードゥェアで行なっている｡

弧ま

一鳴如
図6 H-7031ラインプリンタ

タの外観を示す｡

Fig.6 H-7031Line Prlnter

印字速度300ハ50行/分のラインプリン
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5.3 カード装置

カード入出力装置は情報媒体とLてカmドを使用するもの

で,紙テープ装置に比べ高価でほあるが,その月丈招いおよび

情報の追加,変更の容易さのため広く川し､られている0

カードせん孔装置は生産指ホ情報の出力とLで使用される

場合が多く,この場でナにはタイプライタと同様に長距離設置

が必要となる｡このためこの装荷ほ拉大2kmまで離して設置

できる｡

一方,カード読取り装置はカrドにせん孔きれた情報を300

校/分～1,650校/分の速度でCPUへ人力するものであり,入

力情報としては計算機室で行なうプログラムのほかプロセス

現場のスケジュ【ル情報および牛.産指ポ辛がある,⊃ 本装置に

はカ】ドコーードをASCIIコードに変換してCPUに入ブJする機

能のほかに,カ】ドグ)ROW2～ROW9にせん孔された情報

をバイナリー･パターーーンとLて入力する機能があり,ロⅦダ

などのプログラム入ブJを谷易にLている｡

l司 プロセス入出力装置

プロセス入出力装置(以下,PI/0と略す)は､制御対象プ

ロセスに存在する多稚多様な情報を計算機の扱いやすい統一一

的な信号に変検したり,逆に計算機の信号を制御対象に過し

たイ言号に変換するためのものである｡

日立制御用計算機システムのPI/0は,信号の変換処理部

をプロセス信号別に,アナログ人力部,ディジタル人出力部

および像先制込入力部に分け,各人出力部は標準ユニットと

してモジュー【ル化し,システム設計,二呪地岬設の使を【周った｡

圭た,祁･‡の仁子ゝゴー交換用ファンクション･プラグイン･モジ
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図了 Pl/0のブロック図 Pt/0の概略構成を示すもので,信号の処王里

部が3種あることを示す｡

Fig.7 Block Diagram of Pl/0

エールを用意して,広範な制御対象に対し,最適なシステム

構成ができるようにしている｡これらのプラグイン･モジーエ

ールにはチェック端子,発光ダイオードを配し,さらにオン

ライン･オフラインでのテスト機能を付加して,障害の早期

発見,修理期間の短縮など,保守性の向上に留意した｡

PI/0グ)設置条件については,制御用であることから,一一

般の制御装置と同等の設置環境に置かれることを前提に,た

とえば温度条件は空調機のない場fナを想定し,0～500cと設

定した｡このような条件に耐えるようにするため,論理回路

はもとより,アナログ回路もIC化しており,各部品も,エー

ジング,デイレーティングなどによって高信頼化を図った0

図7はPI/0の全体プロ●ック図であり,各人出力部は共通

の制御｢那各(CE:ControIElectronics)と入日-1カモジュー

ルから成っており,入出力点数や,情報の処理性などにより,

系統数をi央めるようになっている｡

次に各人出力部について述べる｡

6.1 アナログ入力部

この人力部は,センサ,トランスデュmサなどにより,ア

ナログ信号に変換されているプロセス情報をCPUの指令に従

い,走査,信号増幅､ディジタル量への変換を行ない,CPU

へ転送を行なう ものである｡

A-D変換器には,高速変換ができる逐次比較形とA-D変換

器自身にノイズフィルタ特性を有する積分形とがあり,それ

ぞれの特徴を生かして使い分ける｡アナログ入力部1系統あ

たりの入力点数は逐次比較形で1,024点あるが,系統数はCPU

の許容Ⅰ/0デバイス数まで許されるので,実用上点数の制限

はないといえる｡

増幅器は,ゲイン0.5～500の間を8段階にソフトウェアで

切り換えることのできる高精度のもので,1台で8台分の機

能を持っている｡走瀬器も用途に応じ各種のものがあり,1

秒あたりの走査速度は,逐次比較形の水銀リレー･フライン

グ･キャパシタ式で200点,半導体式で5,000点である｡

人力の種類としては,電圧,電流,サーチコイル,発信ス

ライド,サーモカップルなどが直接接続できる｡

エラー検出機能としては,データ･オーバフロー,オフセ

ット値,基準入力値の監視,タイム･アウト･チェック,入

力信号源の断線チェックがある｡

6.2 ディジタル入出力部

二の入出力部は接点の開閉や,電圧の有無で表わされるデ

ィジタ′レイ言号を計算機に取り込んだり,逆に出力Lたりする

部分である｡,アナログJ_i_1力,パルス信号の計数およぴパルス

列山力もイ吉甘の取扱いが同じであるため,この人亡l-1力部で伐

っている｡)1系統あたりに接続できる人出九与数は,入H‾1力

とも克之大256グループ(1グループは16点)で,1グループを

1杖のプラグイン･モジュールとして標準化した｡図8はそ

の
一例をホすものである｡

ディジタル入力としては,接点人力,電圧入力のいずれも

′受けられるほか,入力信一ぢ-の状態変化を検出するメモリ付デ

ィジタル入力機能も備えている｡二れを利用してプロセス割

込機能を･拡張できる｡

また,読取り制御方式上から,入力点1点に対し,一一対の

ケーブルを接続するダイレクト方式と,データバスを外部に

出して,ケーブル工事費を大幅に節減できるバス方式とがあ

るが､ダイレクト方式が毎秒100,000グループ読めるのに対し､

バス‾方式は200グループである｡

ディジタル出力は,半導体出力と水銀りレ】出力とがある()

アナログ出力は半導体Hl力と10ビットのD-A変換器とを組
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図8 プラグイン･モジュール 水銀リレー式ディジタル出力用プラ

グイン･モジュールの外観を示す｡

Fig.8 P山g-in Mod山e

み合わせたもので,屯流出ブJと電圧出力の仙けを印悲した｡

ディジタル出力の変形としてパルス列出力,パルス帽出九

フリッカ出九 デコ【ダ付表示管ドライバ,バス方式ディジ

タルおよぴバス‾方式アナログ出力がある｡バス‾方式アナログ

出力は主として,オートマニュアルステーーションと組み†け〕

せてDDC(Direct DigitalControl=二用いられる｡

■コンピュータの処理装置
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パルス人力に対Lては,地溝のアップカウンタのはかに,

プリセットカウンタ,タイマ内J凱引睨カウンタなどがあり,

パルス列,パルス帖JHブJとともにいずれもディジタル人プJお

よぴディジタル山プJ機能のもとで助作するファンクション･

音ジュールとLて標準化し/ている｡

6.3 使先割込入力部

オペレータのリクエストや,プロセスからの1別込信一リーを抜

う部分である0接続できるイ言号の形態としては接点,1=E凪

無`屯庄トランジスタ･スイいノチなどであるご割込要因数はCPU

によって決まI),HIDIC150,同350,同500では128要因,

HIDIC700では256要因まで接続でき,8要因単位に増設がで

きるようにLたし,

また,ディジタル人力の変化検H㍍売取り機能の汁けJを本湖

込入力に接続することにより,1要因を故人256サブ安閑まで

拡大することができ,この構成は発電所などのトリップシー

ケンスに適用できる.｡

Ii結 言

以+㍉ 日二､王制御用計算機システムの周辺装置についてその

特徴をハードウェアを中心に述べた(J二れらはすでに各方面

に適用されて所期の目的を達しつつある｡LかL計算制御シ

ステムはさノブに稜楓 高増化L,そのシステム･コンポーネ

ントである即日装置にはいっそうの多様作とイ言輪作が要請さ

れるむのと考えJ〕れる｡二れJJに対Lては,た耶ゼ装帯グ)ワイ

ド･セレクションを吋能にし,/卜日の成果をもとに新Lい周

j日枝術グ)開ブ邑にさらに努プJを‾剛ユていく所存である｡〉 拉後に

本周辺装置の開発にあたり,稚々協力いた､11いた関係糾立に

深く感謝の意を表する次節である｡

特許と新案

日立製作所所有の特許(主要特許のみを抜すい)

登録番号 公告番号 名 称 登録番号 公告番号 名 称

特310224

特547405

柑560139

柑569327

38-2452

43-28387

44-14307

44-24231

非同期系に於けるパルス信号伝達 特 585964 45-9789 情報編集方式

変換回路 柑 480015 41-4060 減算回路

計算機の割り込み制御方式

データ処理装置

整数2進から10進に変換する演算

方式

柑 613227 44-10290 積分形アナログ･デジタル変換器

のゲイン切換方式

■コンピュータの通信制御装置

登録番号 公告番号 名 称 登錨番号 公告番号 名 称

特572267

柑606046

柑613249

44-28329

45【19340

45-39642

速度変換機能をもつ集仁装置

デ【タ通仁制御装置における制御

方式

集線装置における回線接純利御方ンじ
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